
第８次和歌山県保健医療計画の策定に向けて

～ 二次医療圏の考え方 ～

和歌山県福祉保健部健康局医務課

令和５年３月２７日

【資料１】



○ 外来医療に係る医療提供体制の確保に関する事項

○ 都道府県が、国の定める基本方針に即し、地域の実情に応じて、当該都道府県における医療提供体制の確保を図るために策定するもの。

○ 医療資源の地域的偏在の是正と医療施設の連携を推進するため、昭和60年の医療法改正により導入され、都道府県の二次医療圏ごとの病床数
の設定、病院の整備目標、医療従事者の確保等を記載。平成18年の医療法改正により、疾病・事業ごとの医療連携体制について記載されることと
なり、平成26年の医療法改正により「地域医療構想」が記載されることとなった。その後、平成30年の医療法改正により、「医師確保計画」及び「外
来医療計画」が位置付けられることとなった。

医療計画について

・ 2025年の、高度急性期、急性期、回復期、慢性期の４機能ごとの医
療需要と将来の病床数の必要量、在宅医療等の医療需要を推計。

○ 地域医療構想

記載事項（主なもの）

※ ５疾病･･･５つの疾病（がん、脳卒中、心筋梗塞等の心血管疾患、
糖尿病、精神疾患）。

６事業･･･６つの事業（救急医療、災害時における医療、 へき地
の医療、周産期医療、小児医療（小児救急 医療を含
む。）、新興感染症等の感染拡大時における医療（※））。

○ ５疾病・６事業及び在宅医療に関する事項

・ 疾病又は事業ごとの医療資源・医療連携等に関する現状を把握し、
課題の抽出、数値目標の設定、医療連携体制の構築のための具体
的な施策等の策定を行い、その進捗状況等を評価し、見直しを行う
（PDCAサイクルの推進）。

○ 医師の確保に関する事項

・ 三次・二次医療圏ごとに医師確保の方針、目標医師数、具体的な
施策等を定めた「医師確保計画」の策定（３年ごとに計画を見直し）

・ 産科、小児科については、政策医療の観点からも必要性が高く、診
療科と診療行為の対応も明らかにしやすいことから、個別に策定

○ 医療圏の設定、基準病床数の算定

・ 国の指針において、一定の人口規模及び一定の患者流入/流出割
合に基づく、二次医療圏の設定の考え方を明示し、見直しを促進。

・ 病院の病床及び診療所の病床の整備を図るべき地域的単位と
して区分。

計画期間

○ ６年間 （中間年で必要な見直しを実施）

５２医療圏（令和３年10月現在）

※都道府県ごとに１つ（北海道のみ６
医療圏）

【医療圏設定の考え方】
特殊な医療を提供する単位として設

定。 ただし、都道府県の区域が著しく
広いことその他特別な事情があるとき
は、当該都道府県の区域内に二以上
の区域を設定し、また、都道府県の境
界周辺の地域における医療の需給の
実情に応じ、二以上の都道府県にわた
る区域を設定することができる。

三次医療圏

【医療圏設定の考え方】
一般の入院に係る医療を提供することが相

当である単位として設定。その際、以下の社会
的条件を考慮。

・地理的条件等の自然的条件
・日常生活の需要の充足状況
・交通事情 等

３３５医療圏（令和３年10月現在）

二次医療圏

・ 外来医療機能に関する情報の可視化、協議の場の設置、医療機器
の共同利用等を定めた「外来医療計画」の策定 １
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(＊）令和６年度から新たに追加する項目。



２

５疾病・・・がん、脳卒中、心疾患、糖尿病、精神疾患

５事業・・・救急、災害、へき地、周産期、小児

【医療圏設定の考え方】
一般の入院に係る医療を提供することが相当である単位

として設定。その際、以下の社会的条件を考慮。

３３５医療圏（令和３年10月現在）

二次医療圏三次医療圏

・地理的条件等の自然的条件
・日常生活の需要の充足状況
・交通事情 等

（参考）三次医療圏で提供する特殊な医療の例

① 臓器移植等の先進的技術を必要とする医療

② 高圧酸素療法等特殊な医療機器の使用を必要とする医療

③ 先天性胆道閉鎖症等発生頻度が低い疾病に関する医療

④ 広範囲熱傷、指肢切断、急性中毒等の特に専門性の高い救急医療

５２医療圏（令和３年10月現在）

※都道府県ごとに１つ（北海道のみ６医療圏）

【医療圏設定の考え方】
特殊な医療を提供する単位として設定。
ただし、都道府県の区域が著しく広いことその他特別な事情

があるときは、当該都道府県の区域内に二以上の区域を設定
し、また、都道府県の境界周辺の地域における医療の需給の
実情に応じ、二以上の都道府県にわたる区域を設定すること
ができる。

【第７次医療計画における各医療圏の設定状況】



4 ３

第15回 第８次医療計画等

に関する検討会

令和4年10月7日

資料１



5

５疾病・５事業及び在宅医療における圏域についての検討状況

４

第15回 第８次医療計画等

に関する検討会

令和4年10月7日

資料１



二次医療圏の設定に向けた検討基準

10

【基準①】人口規模が２０万人未満

【基準②】一般病床及び療養病床に係る
推計流入入院患者数割合が２０％未満

【基準③】一般病床及び療養病床に係る
推計流出入院患者数割合が２０％以上

５

H29.3.31「医療計画について」 （厚労省 医政局長通知）

・下記の「３基準すべて」を満たす二次医療圏については、入院
に係る医療を提供する一体の区域として成り立っていないと考
えられるため、設定の見直しについて検討することが必要

・設定の見直しを検討する際は、二次医療圏の面積や基幹となる
病院までのアクセスの時間等も考慮することが必要

【通 称】

トリプル20



第７次医療計画策定時（H29)の医療圏の状況

（※）人口は、平成２７年「国勢調査」による。
（※）流入率・流出率は、平成２６年「患者調査」による。

★橋本と有田が見直し対象

６

二次医療圏名 人口（人） 流入率（％） 流出率（％）

和歌山 425,220 19.9 7.7

那賀 116,068 23.3 35.6

橋本 88,342 19.8 51.7

有田 74,255 10.4 37.6

御坊 63,603 29.0 19.6

田辺 128,161 7.8 14.8

新宮 67,930 21.1 16.8



8

第7次医療計画における見直し基準に該当する二次医療圏の対応状況

７

第15回 第８次医療計画等

に関する検討会

令和4年10月7日

資料１

本 県

見直し対象78医療圏のうち
見直さなかったのは75医療圏



9 ８

第15回 第８次医療計画等

に関する検討会

令和4年10月7日

資料１



第8次医療計画等に関する検討会 意見 （R4.12.28）

二次医療圏の設定（抜粋）

既設の二次医療圏が、入院に係る医療を提供する一体の圏域として成り立っていない
場合は、その見直しについて検討することとする。その基準は第７次医療計画における
考え方を踏襲し、見直しを行わない場合においてはその理由（地理的条件、面積、交通
アクセス等）を明記することとする。５疾病･５事業及び在宅医療における圏域につい
ては、引き続き弾力的に設定することを可能とする。

都道府県が医療計画を策定する際は医療圏の設定について優先的に議論を行うととも
に、その検討状況を先んじて国に報告するよう求める。
中長期的には更なる人口動態の変化が予測されていることから、将来的な医療圏のあ

り方については第８次医療計画での取組を踏まえつつ引き続き検討を行うこととする。

【備考】
患者流出入を算出するために活用する患者調査（３年に１回実施）について、本来は最新の

「令和2年度実績」を適用するところだが、新型コロナウイルス感染症の影響が大きいため、
国は平成29年度の実績を適用するとした。

９



（※）人口は、平成27年国勢調査による。
（※）流入率・流出率は、平成26年「患者調査」による。

（※）人口は、令和２年国勢調査による。
（※）流入率・流出率は、平成29年「患者調査」による。

二次医療圏の設定に向けた検討基準

第８次計画策定時点

第7次医療計画策定時と同じ基準を踏襲

【基準①】人口規模が２０万人未満

【基準②】一般病床及び療養病床に係る推計流入入院患者数割合が２０％未満

【基準③】一般病床及び療養病床に係る推計流出入院患者数割合が２０％以上

10

二次医療圏名 人口（人） 流入率（％） 流出率（％）

和歌山 425,220 19.9 7.7

那賀 116,068 23.3 35.6

橋本 88,342 19.8 51.7

有田 74,255 10.4 37.6

御坊 63,603 29.0 19.6

田辺 128,161 7.8 14.8

新宮 67,930 21.1 16.8

第７次計画策定時点



９

構想区域の見直し検討

11

新しい地域医療
構想の検討･取組

2024年度

第８次医療計画ｽﾀｰﾄ



第8次和歌山県保健医療計画における二次医療圏のあり方について

方針案

引き続き、７医療圏を維持する

考え方

・地域完結型の医療･介護提供体制を構築するためには、地域医療構想で定める構想区域や老人福祉
圏域と一致させる必要がある。

・なお、医療圏を合併させた場合、従来の感染症病床の数が変わり、合併の仕方次第では、県全体
で4床以上減少することになる。

疾病･事業ごとの圏域の設定

・国は、５疾病･５事業及び在宅医療における圏域ついて、地域の実情を加味しながら弾力的に設定
することが可能としている。

・医療計画の策定に当たっては、検討部会を設置し協議することになっていることから、上記の疾
病･事業のうち必要なものについて圏域のあり方を協議する予定

12

・以上を踏まえ、まずは現行の７医療圏を維持することとし、今後、構想区域の見直しがあった場
合は、医療圏の見直しを行う。

・一方で、2025年度には、2040年を見据えた新しい地域医療構想を策定することになっているため、
県では2024年度から構想区域のあり方も含めて協議していくことになる。



第８次医療計画策定に向けたスケジュール（案）

４～６月　 ７～９月 １０～１２月 １～３月１～３月

令和５年度

地域保健医療

協議会①

（方針等決定）

地域保健医療

協議会②

（進捗確認・

全県的調整等）

医療審議会②
（計画最終案審議）

令和４年度

圏域別検討会の開催（各２回程度）

地域保健医療

協議会③

（素案の確認･

パブコメ案決定等）

『第８次和歌山県

保健医療計画』

策定

（令和５年度中）

パブリック

コメント

の実施

「県民医療意識調査」の実施

国における

「医療計画基本方針」

「医政局長通知」

「課長通知」

「各計画」

を医療計画の一部として

含んだ形で策定

「医療機能調査」の実施（７／１基準で調査を予定）

５疾病６事業に関する検討

圏域編に関する検討

各検討部会の開催（各２～３回程度）

【５疾病】①がん、②脳卒中、③急性心筋梗塞、

④糖尿病、⑤精神疾患 （加えて在宅医療）

【６事業】①小児医療、②周産期医療、③救急医療、

④災害医療、⑤へき地医療、⑥新興感染症

介護保険事業（支援）計画との調整

（※）医療・介護計画同時改定となることから、介護部局との緊密な調整を要する。

市町村との「協議の場」の設置、開催等（一義的には、「在宅医療」における検討事項のひとつ）

（※）各県立保健所等を中心として調整

「基準病床数」の算定・確定

「地域医療構想」（平成28年５月策定）の推進 （※）各医療圏において地域医療構想調整会議を随時開催

コア部分の検討は右のとお

りであるが、その他、下記項

目の課題や方針等を計画に

盛り込む必要がある。

〔その他項目（例）〕
・医療従事者（医師・看護

師等）の確保

・医療安全対策

・保健医療対策

・健康づくり

・薬事 など

（参考）

『第９次和歌山県

介護保険事業

（支援）計画』策定
（医療・介護同時改定）

各検討部会・

圏域別検討会①
各検討部会・

圏域別検討会

５月下旬

（加えて在宅医療）

「医師確保計画」（令和２年３月策定）の推進 （※）各医療圏において地域医療構想調整会議を随時開催・医療対策協議会

「外来医療計画」（令和２年３月策定）の推進 （※）各医療圏において地域医療構想調整会議を随時開催

３月末

医療審議会①
（キックオフ）

各検討部会・

圏域別検討会②

８月下旬

必要に応じて

夏場に開催
11月中旬

１月下旬

２月上旬

５月中旬～下旬

3／27

3/31

13



第7次医療計画策定時の各会議の開催状況について

５疾病５事業及び在宅医療に係る検討部会を各２回、下記日程等により順次開催。
各分野における「現状と課題」を抽出、「施策の方向性」を検討するとともに「数値目

標」を設定。

がん ８月２９日（火） １８：３０～ １２月１８日（月） １８：３０～

脳卒中

心筋梗塞等の心血管疾患

糖尿病 ７月２０日（木） １７：００～

精神疾患 ９月６日（水） １５：００～ ２月７日（水） １５：００～

小児医療 ９月１４日（木） １６：００～ １１月１６日（木） １６：３０～

周産期医療 ９月１４日（木） １７：１５～ １１月１６日（木） １７：４５～

救急医療 ９月１２日（火） １５：１５～ １１月２０日（月） １６：１５～

災害医療 ９月１２日（火） １４：００～ １１月２０日（月） １７：３０～

へき地医療 ９月１日（金） １５：００～ １１月１６日（木） １０：３０～

在宅医療 ９月７日（木） １７：１５～ １１月２９日（水） １５：００～

１４：００～

５
事
業
及
び
在
宅
医
療

　第１回　検討部会 　第２回　検討部会
区 分

開 催 日 時 開 催 日 時

５
疾
病

９月１４日（木） １５：００～
１２月２５日（月）

検討依頼 諮 問

回　　答 答 申

資料提供

意見照会

 （県検討体制）

県地域保健医療協議会

知　　　　事

県策定本部
県医療審議会

検討部会等の議論を受け
全般的検討

計画最終案を審議

５疾病５事業及び在宅医療
に係る各検討部会

【協議会の開催状況】

〔第１回〕 ７月 ６日（木）
〔第２回〕１０月２６日（木）
〔第３回〕 １月２５日（木）

【審議会の開催状況】

〔キックオフ〕４月２５日（火）
〔最終案審議〕３月２７日（火）

７圏域別検討会
1214
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医療計画の内容
医療計画作成指針（医療計画について（医政発0331第57号 平成29年3月31日）別紙）

１ 医療計画の基本的な考え方

医療計画作成の趣旨、基本理念、医療計画の位置づけ、期間等、医療計画を作成するに当たって、都道府県における基
本的な考え方を記載する。

医療計画の前提条件となる地域の現状について記載する。
（指標の例）

地勢と交通、人口構造（その推移、将来推計を含む。）、人口動態（その推移、将来推計を含む。）、住民の健康状況、
住民の受療状況、医療提供施設の状況

２ 地域の現状

５疾病・５事業（※）及び在宅医療のそれぞれについて、以下の内容を患者や住民にわかりやすいように記載する。

(1) 住民の健康状態や患者の状態（成果（アウトカム））、患者動向や、医療資源・連携等の医療提供体制について把握
した現状

(2) 成果を達成するために必要となる医療機能
(3) 課題、数値目標、数値目標を達成するために必要な施策
(4) 原則として、各医療機能を担う医療機関等の名称
(5) 評価・公表方法等

なお、記載に当たっては、公的医療機関等及び独立行政法人並びに社会医療法人の役割、病病連携及び病診連携にも
留意する。

３ ５疾病・５事業（※）及び在宅医療のそれぞれに係る医療連携体制

４ 疾病の発生状況等に照らして都道府県知事が特に必要と認める医療
24

※令和６年度からは、「新興感染症等の感染等拡大時における医療」を追加し、６事業。
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○ 地域医療対策協議会の議論の経過等及びその結果定められた施策

○ 地域医療対策協議会の定めた施策に沿って臨床研修医を含む医師の地域への定着が図られるよう、例えば、地域
医療支援センター事業等の具体的な事業について記載する。

○ 医療従事者の確保の現状及び目標について、可能な限り具体的に記載する。

５ 医療従事者の確保

６ 医療の安全の確保

７ 基準病床数

○ 地域医療支援病院の整備の目標
○ その他医療機能を考慮した医療提供施設の整備の目標

８ 医療提供施設の整備の目標

障害保健対策、結核・感染症対策、臓器移植対策、難病等対策、アレルギー疾患対策、今後高齢化に伴い増加する
疾患等対策、歯科保健医療対策、血液の確保・適正使用対策、医薬品の適正使用対策、医療に関する情報化、保健・
医療・介護（福祉）の総合的な取組などに考慮して、都道府県における疾病等の状況に照らして特に必要と認める医療
等について、記載する。

10 その他医療を提供する体制の確保に関し必要な事項

設定した数値目標等を基に、施策の達成状況を検証し、次の医療計画の見直しに反映させることが求められることか
ら、施策の目標等、推進体制と役割、目標の達成に要する期間、目標を達成するための方策、 評価及び見直し、 進捗
状況及び評価結果の広報・周知方法をあらかじめ医療計画に記載する。

11 施策の評価及び見直し

９ 地域医療構想の取組

2517
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医療計画作成手順

(1) 医療計画（案）を作成するための体制の整備
(2) 医療計画の目的、基本理念についての検討及び医療計画の基本骨子についての検討
(3) 現行の医療計画に基づき実施された施策の効果の検証
(4) ５疾病・５事業（※）及び在宅医療のそれぞれに係る医療連携体制の構築に当たっての課題

や数値目標、施策についての検討
(5) ５疾病・５事業（※）及び在宅医療のそれぞれに係る医療連携体制の構築
(6) 医療圏及び基準病床数の検討
(7) 地域医療構想の策定並びに病床の機能の分化及び連携の推進に関する施策の検討
(8) 以上の検討を踏まえた医療計画（試案）の作成
(9) 診療又は調剤に関する学識経験者の団体（医師会、歯科医師会及び薬剤師会）から医療

計画（試案）についての意見の聴取（必要に応じ試案の手直し）
(10) 医療計画（案）の決定
(11) 医療計画（案）についての市町村及び保険者協議会の意見聴取（必要に応じ医療計画

（案）の手直し）
(12) 医療計画（案）について都道府県医療審議会への諮問、答申
(13) 医療計画の決定
(14) 医療計画の厚生労働大臣への提出及び公示

医療計画作成指針（医療計画について（医政発0331第57号 平成29年3月31日）別紙）

※令和６年度からは、「新興感染症等の感染拡大時における医療」を追加し、６事業。
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和歌山県における二次保健医療圏と基準病床数等の状況

和歌山 4,527 5,634 4,961 5,822

那　賀 825 871 961 986

橋　本 677 824 737 829

有　田 511 643 495 665

御　坊 566 713 655 858

田　辺 1,207 1,535 1,113 1,495

新　宮 634 964 584 890

小　計 8,947 11,184 9,506 11,545

精神病床 （県全域） 1,684 2,099

結核病床 （県全域） 16 28

感染症病床 （県全域） 32 32

必要病床数

（2025年
 （令和７年）

時点）

病床機能報告

による病床数

（令和３年7月1日
時点）

一般病床

＋

療養病床

病床種別 区域（圏域）

基準病床数

（現行第７次
保健医療計画

（平成30年３月策
定）ベース）

既存病床数

（第７次保健医療
計画策定時点）

精神病床・結核病床・感染症病床は

地域医療構想で定めた「必要病床数」

及び「病床機能報告」の対象外
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第８次医療計画等に関する検討会（ これまでの議題 ） その１

第１回　（令和３年６月18日）
　第８次医療計画策定に向けた検討について

　　・医療計画の制度説明と今後のスケジュール等について　等

第２回　（令和３年８月６日）
　第８次医療計画策定に向けた検討について

　　・新興感染症等対応に関する検討の進め方について　等

第３回　（令和３年10月13日） 　今般の新型コロナウイルス感染症対応について（事例発表）

第４回　（令和３年11月５日） 　今般の新型コロナウイルス感染症対応について（事例発表）

第５回　（令和３年11月11日） 　今般の新型コロナウイルス感染症対応について（事例発表）　

第６回　（令和３年12月23日）
　外来機能報告等に関する報告について

　　・外来機能報告制度の概要とりまとめ

第７回　（令和４年３月４日）
　第８次医療計画、地域医療構想等について

　　・今後の地域医療構想の進め方について　等

第８回　（令和４年５月25日）
　医療圏、基準病床数、指標について（その１）

　　・設定の考え方について論点整理

第９回　（令和４年６月15日）
　外来医療の提供体制について

　　・外来医療計画の策定に向けた論点整理

第10回　（令和４年７月20日）

　５疾病について（その１）

　　・疾病ごとの医療圏の設定、ロジックモデル　等

　外来医療の提供体制について　　かかりつけ医機能について

　　・外来機能報告（紹介受信重点医療機関）、かかりつけ医機能とは　等
20



第８次医療計画等に関する検討会（ これまでの議題 ） その２

第11回　（令和４年７月27日）
　５事業について　（感染症対応については別の回で議論）

　　・集約化･重点化（特に小児･周産期）について　等

第12回　（令和４年８月４日）

　在宅医療及び医療・介護連携に関するWGにおける検討状況

　　・在宅医療の圏域の設定の考え方

　医療の安全の確保について

　　・医療安全の記載事項　等

第13回　（令和４年８月25日）

    地域医療構想及び医師確保計画に関するWGにおける検討状況について

    　・次期医師確保計画の論点整理

　医師以外の医療従事者の確保について

　　・病院薬剤師、訪問看護師の確保　歯科医師との連携　等

第14回　（令和４年９月９日）
   かかりつけ医機能について

　　・かかりつけ医機能とは　機能が発揮されるための制度整備とは　等

第15回　（令和４年10月7日）
　医療圏、基準病床数、指標について（その２）

　　・1回目の論点に基づく協議

第16回 （令和４年10月26日）

　外来医療の提供体制について

　　・外来医療計画に基づく開業者への対応について

　５事業について

　　・課題･論点への対応方針

　６事業目（新興感染症対応）について

第17回 （令和４年11月４日）
　５疾病について（その２）

　　・とりまとめの方向性について大枠が決定

21



第８次医療計画等に関する検討会（ これまでの議題 ） その３

22

第18回（令和４年11月11日）

　医師確保計画の見直しに向けた意見のとりまとめについて

　歯科医師、薬剤師、看護職員の確保について

　　・病院薬剤師、訪問看護師の確保、医科歯科連携について　等

第19回（令和４年11月24日）

　在宅医療の体制構築に係る指針の見直しに向けた意見のとりまとめ

　　・口腔栄養リハビリの一体的推進、ACPの推進、BCPの策定

　地域医療支援病院について

　　・地域医療支援病院のあり方（紹介受診重点医療機関との違い）

　医療計画作成指針等の追加･見直しについて

第20回（令和４年12月９日）

　作成指針に対する意見のとりまとめ

　６事業目（新興感染症対応）について

　その他

　　・地域医療構想と感染症対応以外はとりまとめ終了

第21回（令和４年12月23日）
　地域医療構想について

　　・2025年に向けた取組について

令和4年12月28日
第８次医療計画等に関する検討会

「第８次医療計画等に関する意見のとりまとめ」（新興感染症対応以外）

第22回（令和５年２月２日）  　６事業目（新興感染症対応）について

第23回（令和５年３月９日）  　６事業目（新興感染症対応）について

令和5年3月20日
第８次医療計画等に関する検討会

「第８次医療計画等に関する意見のとりまとめ」（新興感染症対応分）


